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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、内分泌腺由来の毛細血管内皮細胞の増殖、遊走、および窓形成（膜の不連続性の形成）を誘導する。他の様々な内皮細胞および非内皮細胞型にはほとんど、または全く影響を及ぼさない。その発現はステロイド産生腺（卵巣、精巣、副腎、および胎盤）に限定され、低酸素によって誘導され、血管内皮増殖因子（VEGF）の発現を補完することが多く、これらの分子が協調して機能することを示唆している。[RefSeq提供、2011年9月],発生段階：成体精巣では、ライディッヒ細胞でのみ強く発現する。精巣腫瘍では、ライディッヒ細胞腫瘍に特異的に発現する（タンパク質レベル）。胎児精巣では14週から出生まで発現する。,機能：消化管（GI）平滑筋を強力に収縮させる。内分泌腺由来の毛細血管内皮細胞の増殖、遊走および窓形成（膜の不連続部の形成）を誘発する。他の様々な内皮細胞および非内皮細胞型にはほとんどまたは全く影響を及ぼさない。腸管神経堤細胞の増殖と分化を誘発するが、遊走は誘発しない。神経芽腫細胞の増殖と遊走を促進することにより、神経芽腫の進行に直接影響を及ぼします。PTGS2 発現およびプロスタグランジン合成を正に制御する。胎盤形成に役割を果たす可能性がある。正常および病的な精巣血管新生に役割を果たす可能性がある。,類似性:AVIT (プロキネティシン) ファミリーに属します。,組織特異性:妊娠第 1 期の脱落膜の腺上皮、間質、および血管上皮細胞に局在します (タンパク質レベル)。非妊娠時の子宮内膜と比較した場合、妊娠第 1 期の脱落膜でアップレギュレーションされます。ステロイド産生腺、卵巣、精巣、副腎、胎盤で発現します。
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

